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１　職員の任免及び職員数に関する状況
・職員数（単位：人）

区　　分
平成 25年
4月 1日
職員数

平成 25年度中 平成 26年
4月 1日
職員数採用者数 退職者数

一般行政職 219 2 14 207
医　療　職   11   1   10
保健師・栄養士   15   15
保　育　士   49   1   48
技能労務職   25   6   19
合　計 319 2 22 299
注： 教育長及び県職員を除き、外郭団体派遣職員を含む

ため、定員管理実態調査と合致しません。

２　職員の給与の状況
（1）1人あたりの支給額（平成25年4月1日現在）（単位：円）
区　　分 平均給料月額
一般行政職 322,615
技能労務職 221,740

（2）初任給基準（単位：円）
区　　分 大　卒 短大卒 高　卒 中　卒
一般行政職 172,200 152,800 140,100 －
技能労務職 － － 137,200 129,200
区　　分 博士課程卒 大学 6卒
医　　師 323,600 －
歯科医師 － 237,700
区　　分 短大 3卒 短大 2卒 准看護士養成所卒
看  護  師 188,900 180,500 －
准看護師 － － 153,300

（3）手当制度の状況
区　　分 名　　称　　等

手当の種類

扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当・
時間外勤務手当・休日勤務手当・期末手当・
勤勉手当・寒冷地手当・宿日直手当・医師
手当・老人福祉施設勤務手当・初任給調整
手当

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間
区　　分 勤　務　時　間　等

勤務を
要する曜日

毎週月曜日から金曜日までの週 5日間
（ 祝日法による休日および 12 月 29 日から
1月 3日を除く）

1日当たり
の勤務時間

午前 8時 30分から午後 5時 15分まで
休憩時間を除く、実質 7時間 45分勤務

注：職種や職場によって異なります。

（2）休暇制度
　※ 使用実績は、平成 25 年 1 月 1 日～平成 25 年 12 月

31日の期間
休暇の種類 休暇日数等 使用実績
年次有給
休暇

1年につき 20日付与（繰越、
採用時期等により変動あり）

平均取得日数
  8.5 日

特別休暇 産前産後、結婚休暇、介護休暇等有り

（3）育児休業
区　　　分 男性職員 女性職員 計

平成 25 年度中に新たに育児
休業を取得した職員 5 5

平成 24 年度中から引き続き
育児休業を取得している職員 6 6

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）処分者数（単位：人）

処分の内容 処分者数 処分事由
分限処分（休職） 4 病気のため
懲戒処分 0

５　職員の服務の状況（単位：人）
区　　　分 違反者数

命令に従う義務 0
信用失墜行為の禁止 0
秘密を守る義務 0
職務に専念する義務 0
政治行為の制限 0
争議行為等の禁止 0
営利企業従事制限 0

６　職員研修及び勤務成績評定の状況
（1）職員研修の実施状況（単位：人）

研 修 区 分 受講者数累計
研修センター研修   91
自主研修 210
各種専門研修   36
派遣研修     8
その他の研修   23

計 368

（2）勤務成績の評定状況
区　分 基準日 評定等内容

人事評価 10月 1日 新人事評価の試行実施（実績、意識、能力による評価）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）福利厚生制度に関する状況
区　分 受診者数 内　　容　　等
総合健診 283 年代別総合健康診断

（2）公務災害補償制度
加入団体 災害件数 災害の概要

地方公務員災害補償基金
岐阜県支部 3 地方公務員の公務上の

災害

揖斐川町人事行政の運営等の状況をお知らせします。（平成25年度）
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国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

■�
新
し
い
保
険
証
を
９
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
、
９
月
中

旬
に
各
ご
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証

が
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
な
ど
記

載
内
容
を
確
認
し
て
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
回
お
届
け
す
る
保
険
証
が
使
え
る
の

は
、
10
月
か
ら
で
す
。

　

な
お
、期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、ハ
サ
ミ

を
入
れ
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
は
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す

　

普
通
郵
便
の
よ
う
に
郵
便
物
を
各
ご
家

庭
の
郵
便
受
け
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

郵
便
局
の
配
達
員
が
直
接
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
受
け
取
り
時
に
受
領
印
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
ご
不
在
の
場
合

　

保
険
証
配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合
は
、

郵
便
局
員
が
「
不
在
連
絡
票
」
を
置
い
て

い
き
ま
す
。
受
け
取
り
方
な
ど
は
、「
不

在
連
絡
票
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場
合

　

郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
、
保
険
証
は
役
場
に
戻
り
ま
す
。
保
管

期
限
経
過
後
は
、
お
使
い
の
保
険
証（
期

限
切
れ
の
も
の
）を
ご
持
参
の
う
え
、
役

場
住
民
課
ま
た
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
振

興
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■�

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
が
遅
れ
て

い
る
方
は

　

保
険
税
は
、医
療
費
に
あ
て
ら
れ
る
貴

重
な
財
源
で
す
。そ
の
た
め
滞
納
す
る
と

短
期
被
保
険
者
証（
通
常
よ
り
有
効
期
間

が
短
い
保
険
証
）が
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、受

け
ら
れ
る
制
度
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
３
期（
平
成
26
年
７
月
31
日
納

付
期
限
）ま
で
の
保
険
税
の
支
払
い
が
遅
れ

て
い
る
世
帯
の
方
は
、そ
の
旨
を
同
時
期

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
役
場
住
民
課
ま
た

は
各
振
興
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９

月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

会
社
に
勤
め
た
り
、勤
め
て
い
る
方
の

扶
養
に
な
っ
た
り
と
、社
会
保
険
な
ど
に

加
入
さ
れ
た
場
合
、役
場
に
届
出
を
さ
れ

な
い
と
二
重
に
保
険
税
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
、社
会
保
険

な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
健
康

保
険
の
保
険
証
が
届
い
た
方
は
、ご
加
入

の
社
会
保
険
の
保
険
証
と
届
い
た
国
民
健

康
保
険
の
保
険
証
、ご
印
鑑
を
お
持
ち
の

う
え
、役
場
ま
た
は
振
興
事
務
所
で
資
格

の
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
ら
、十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、お
気
づ

き
の
こ
と
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡ 

２
２

－

２
１
１
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

 

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
５
４
０
０
円
～

④
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
８
０
０
円
～

⑤
末
福
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
深
坂
２
８
１
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
63
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
０
２
０
０
円
～

⑥
六
合
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
春
日
六
合
１
１
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
５
５
０
０
円
～

⑦
川
上
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
川
上
１
４
０
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
１
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・ 

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・ 

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・ 

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

・
①
②
③
の
住
宅
は
、

　

９
月
１
日（
月
）～
９
月
16
日（
火
）

・
④
⑤
⑥
⑦
の
住
宅
は
、

　

 

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
戸
数
受
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岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

14
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、
津
波
で
流
失
し
た
保
育

園
の
再
建
ま
で
の
道
の
り
と
、
苦
難
に

立
ち
向
か
う
保
育
園
理
事
長
の
決
意
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

震
災
時
、
海
沿
い
の
国
道
近
く
に

あ
っ
た
私
立
吉き

里り

吉き

里り

保
育
園
は
、
津

波
で
骨
組
み
を
残
し
全
て
流
失
し
ま
し

た
。
園
児
た
ち
が
昼
寝
か
ら
目
覚
め
、

お
や
つ
の
準
備
の
最
中
に
大
震
災
が
起

き
ま
し
た
。
法
人
理
事
長
を
務
め
る
東
あ
ず
ま

谷や

さ
ん
は
震
災
直
後
、
奥
様
を
家
に
残

し
保
育
園
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。
園
児

67
名
を
含
む
園
関
係
者
は
、
近
く
の
吉

里
吉
里
小
学
校
に
避
難
し
無
事
で
し
た

が
、
東
谷
さ
ん
の
自
宅
は
震
災
に
よ
る

津
波
で
流
失
、
奥
様
は
、
一
週
間
後
が

れ
き
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
か
ら
理
事
長
を
は
じ
め
園
関

係
者
は
、
再
建
に
向
け
奔
走
す
る
日
々

が
続
き
、
震
災
か
ら
５
か
月
後
、
ユ
ニ

セ
フ
等
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
プ
レ
ハ

ブ
で
の
仮
園
舎
で
保
育
を
開
始
。
そ
の

後
も
園
舎
本
設
に
向
け
、
移
設
先
に
海

を
一
望
で
き
る
高
台
に
土
地
を
確
保

し
、
今
年
一
月
か
ら
工
事
を
着
手
。
災

害
復
旧
費
、
台
湾
赤
十
字
を
は
じ
め
多

く
の
団
体
等
の
支
援
に
よ
り
７
月
末
に

完
成
し
、
八
月
二
日
に
は
「
新
園
舎
落

成
記
念
式
典
」、
十
一
日
か
ら
は
通
常

保
育
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
式
典

の
打
ち
合
わ
せ
で
園
を
訪
問
し
た
際
、

園
長
に
保
育
園
再
建
ま
で
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、「
こ
れ
以

上
お
話
し
す
る
と
涙
が
出
て
き
ま
す
」

と
言
葉
に
詰
ま
る
場
面
も
あ
り
、
た
だ

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
笑
顔
の

た
め
に
と
想
像
も
出
来
な
い
ほ
ど
の
苦

労
の
連
続
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
震
災

当
時
、「
園
児
が
一
人
に
な
っ
て
も
続

け
ま
す
」
と
語
ら
れ
た
理
事
長
の
東
谷

さ
ん
の
自
宅
の
再
建
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
ま
た
保
育
園
も
再
建
は
し
ま
し
た

が
、
今
後
少
子
化
に
よ
り
入
園
者
の
減

少
が
予
想
さ
れ
厳
し
い
運
営
が
続
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
命
を
奪
っ
た
海
は
、
今
日
も

静
か
に
吉
里
吉
里
海
岸
に
打
ち
寄
せ

て
い
ま
す
。
が
れ
き
な
ど
を
取
り
除

き
、
震
災
後
初
め
て
の
海
開
き
が
七
月

二
十
六
日
に
あ
り
、
八
月
十
日
ま
で
の

短
い
間
の
海
水

浴
場
で
は
あ
り

ま
す
が
、
訪
れ

る
一
人
一
人
に

と
っ
て
、
き
っ

と
思
い
出
に
残

る
夏
に
な
る
は

ず
で
す
。

付
次
第
〆
切
ま
す
。

■
入
居
予
定
日

・
平
成
26
年
10
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
の
生
活
や
社
会

の
活
動
の
な
か
で
、
た
く
さ
ん
の
水
を
使

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
自
然

に
流
し
続
け
る
と
、
川
や
海
は
よ
ご
れ
を

増
や
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
や
が
て
は

生
活
に
必
要
な
き
れ
い
な
水
が
欲
し
い
時

に
、
手
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
水
を
、
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な

ま
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
汚

れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
く
た
め
に
生

ま
れ
た
施
設
が
「
下
水
道
」
な
の
で
す
。

下
水
道
施
設
は
、
よ
ご
れ
た
水
を
下
水
管

を
通
し
て
終
末
処
理
場
に
集
め
、
科
学

的
、
衛
生
的
に
処
理
し
て
き
れ
い
な
水
に

よ
み
が
え
ら
せ
る
重
要
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
処

理
場
か
ら
の
汚
泥
は
、
肥
料
の
原
料
と
な

り
、
農
地
に
還
元
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
上
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
に
お
け
る
電
話
相
談

所
の
開
設
に
つ
い
て

　

高
齢
者
、
障
害
者
の
方
で
、
だ
れ
に
も

打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
８
日（
月
）～

　
　
　
　

９
月
14
日（
日
）ま
で
の
７
日
間

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
・
日
曜
日　

10
時
～
17
時

■
電
話
番
号

　

℡
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

■
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員　

法
務
局
職
員

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
身
体
・
知
的
障
害
者

相
談
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

揖
斐
川
町
で
は
、
障
が
い
者（
児
）の
福

祉
増
進
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方
の
中
か

ら
、
身
体
障
害
者
相
談
員
12
名
、
知
的
障

障
害
者
相
談
員
３
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

相
談
員
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
日

派遣職員
高橋富士夫

再建した吉里吉里保育園

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑭
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常
生
活
で
生
じ
る
問
題
の
相
談
や
、
補
装

具
な
ど
の
給
付
に
つ
い
て
の
案
内
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
身
体
障
害
者
相
談
員
功
労
者
表
彰

を
授
与
し
ま
し
た

　

８
月
８
日
に
第
54
回
岐
阜
県
身
体
障
害

者
相
談
員
研
究
大
会
が
岐
阜
市
で
開
催
さ

れ
、
長
年
の
功
績
に
対
し
、
鳥と

り

内う
ち

敏と
し

司じ

さ

ん（
谷
汲
深
坂
）に
県
知
事
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
福
祉
の
た
め
に
ご
尽

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
３
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
の
農
業
委
員
を

�

ご
紹
介
し
ま
す

　

今
年
は
３
年
に
１
度
の
農
業
委
員
統
一

選
挙
の
年
で
す
。

　

22
回
目
と
な
る
統
一
選
挙
は
７
月
１
日

（
火
）に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
者
が
定
数
を

上
回
る
こ
と
な
く
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
ほ
か
に
、

農
業
団
体
な
ど
の
推
薦
に
よ
る
委
員
も
選

任
さ
れ
、
総
勢
19
人
の
新
し
い
農
業
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
の
任
期
は
７
月

20
日
か
ら
３
年
間
で
、
農
地
の
売
買
や
貸

借
、
転
用
な
ど
に
つ
い
て
の
業
務
を
は
じ

め
、
優
良
農
地
の
確
保
、
農
業
・
農
民
の

利
益
代
表
と
し
て
地
域
農
政
の
振
興
・
発

展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

新
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。 （
敬
称
略
）

（
選
任
に
よ
る
委
員
）

宗そ
う

宮み
や　

孝た
か

生お

浅あ
さ

野の　

義よ
し

一か
ず

土つ
ち

川か
わ

千ち

惠え

美み

林は
や
し　
　

英ひ
で

好よ
し

堀ほ
り

尾お　

茂し
げ

之ゆ
き

宮み
や

川か
わ　
　

博
ひ
ろ
し

（
選
挙
に
よ
る
委
員
）

香こ
う

田だ　

昭
し
ょ
う

治じ

（
北
方
）

宗そ
う

宮み
や　

善よ
し

和か
ず

（
大
和
）

椿つ
ば

井い　

昭
し
ょ
う

二じ

（
揖
斐
）

所と
こ
ろ　
　

道み
ち

夫お

（
清
水
）

窪く
ぼ

田た　

光み
つ

吉よ
し

（
小
島
）

髙た
か

橋は
し

冨ふ

美み

雄お

（

永
）

山や
ま

岸ぎ
し　
　

清
き
よ
し

（
谷
汲
）

國く
に

枝え
だ　

和か
ず

廣ひ
ろ

（
長
瀬
）

杉す
ぎ

山や
ま　

英え
い

一い
ち

（
横
蔵
）

林は
や
し　
　

孝た
か

之ゆ
き

（
春
日
）

杉す
ぎ

本も
と　

忠た
だ

里さ
と

（
久
瀬
）

寺て
ら

井い　

達た
つ

夫お

（
藤
橋
）

中な
か

澤ざ
わ　
　

登
の
ぼ
る

（
坂
内
）

※
（  

）内
は
担
当
地
区
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
揖
斐
川
町
役
場
農
林
振
興
課
内
）

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

河
瀬 

武
さ
ん（
福
島
）の
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
生
ご
み
は
吊
し
て
乾
燥
!!
」

　

炊
事
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
竹た

け

笊ざ
る

を

軒
下
に
２
～
３
個
吊
し
て
水
分
を
切

り
、乾
い
た
も
の
か
ら
ゴ
ミ
袋
に
移
し

ま
す
。
面
倒
な
よ
う
で
す
が
色
々
利

点
も
あ
り
ま
す
。
先
ず
ご
み
の
量
が

減
り
ゴ
ミ
袋
の
使
用
も
半
分
以
下
で

済
み
、持
ち
運
び
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

又
、入
梅
時
や
夏
場
時
な
ど
で
も

あ
ま
り
虫
も
わ
か
ず
、臭
い
も
あ
ま

り
感
じ
ま
せ
ん
。
笊
は
地
面
か
ら
１

ｍ
程
上
に
吊
し
ま
す
。
地
面
に
置
く

時
は
蟻
や
猫
な
ど
に
注
意
し
て
お
り

ま
す
。
材
料
費
は
１
０
０
円
シ
ョ
ッ

プ
で
ビ
ニ
ー
ル
紐
と
竹
笊
２
個
で

３
０
０
円
で
買
え
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

秋の全国交通安全運動
9月21日（日）～30日（火）
【スローガン】
「地域ぐるみで守ろう
� お年寄りと子ども」
【運動の重点】
・�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗
用中の交通事故防止
・�全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶

▲表彰式の様子

「
我
家
の
ご
み
減
量
化

対
策
」の
事
例　
　

活用術
な
るほど
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
マ
イ
マ
イ
ガ
の
駆
除
」に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

今
年
の
夏
に
大
量
発
生
し
た
マ
イ
マ
イ

ガ
の
対
処
方
法
と
し
て
、
成
虫
に
な
る
と

駆
除
が
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
卵
や
小

さ
い
幼
虫
の
時
期
に
駆
除
す
る
こ
と
が
発

生
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

　

卵
は
毛
布
を
か

ぶ
せ
た
よ
う
に
褐

色
の
細
毛
で
覆
わ

れ
て
い
る
の
で
、

殺
虫
剤
の
効
果
は

期
待
で
き
ま
せ

ん
。
壁
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
あ
ま
り
硬
く
な
い
、
先
が
平
ら

な
も
の
で
こ
ま
め
に
剥
が
し
て
卵ら

ん

塊か
い

を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
に
は
、
卵
塊
を
覆
っ
て
い
る
鱗り

ん

毛も
う

が
舞
い
上
が
り
、
吸
い
込
ん
だ
り
、
目

に
入
っ
た
り
す
る
の
で
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー

グ
ル
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

又
、
来
年
春
に
は
卵
か
ら
ふ
化
し
幼
虫

に
な
り
ま
す
。
駆
除
に
つ
い
て
は
市
販
さ

れ
て
い
る
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。
殺
虫
剤
に
つ
い
て
は
、適
用
・

対
象
害
虫
に
「
ガ
」
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

幼
虫
に
つ
い
て

は
、
毒
毛
が
あ
り

直
接
触
れ
る
と
か

ゆ
み
や
発
疹
が
で

ま
す
の
で
、厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
や
火
箸

な
ど
を
利
用
し
て
捕
獲
し
て
く
だ
さ
い
。

　

成
虫
は
水
銀
灯
の
照
明
や
白
っ
ぽ
い
外

壁
を
好
み
産
卵
し
ま
す
。
照
明
を
誘
虫
性

の
低
い
光
源（
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
な
ど
）に
交
換
す
る
方
法
も
有
り
ま
す
。

　

処
分
方
法
は
卵
・
幼
虫
・
成
虫
い
ず
れ

の
場
合
も
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
補
助
員
募
集
！

　

揖
斐
川
健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
補
助
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

 

資
格
取
得
者
又
は
、
経
験

者
（
未
経
験
可
研
修
有
）

■
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
22
時

（
内
３
～
５
時
間
）

■
給
与　

時
間
給　

８
１
０
円
～

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
健
康
広
場

　

℡
２
１

－

３
１
０
０

 

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

揖
斐
川
町
で
は
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
11
月
に
開
催
さ
れ
る

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で
マ
ラ
ソ
ン
交
流
を

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン

ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
の
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

し
ま
せ
ん
か
？
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

○
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
期
間（
予
定
）

　

11
月
６
日（
木
）～
11
月
11
日（
火
）

■
応
募
締
切　

９
月
30
日（
火
）

※ 

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
都
合
の
よ
い

日
時
の
み
で
も
結
構
で
す
。

※ 

募
集
対
象
は
、
揖
斐
川
町
在
住
の
方
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
婚
活
・
恋
活
お
悩
み
相
談
」
の

会
場
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
、
婚
活
・

恋
活
お
悩
み
相
談
の
会
場
が
９
月
か
ら
変

わ
り
ま
す
。

■
会
場

　

揖
斐
川
町
役
場　

１
階　

相
談
室

※ 

役
場
西
側
の
夜
間
・
休
日
窓
口
か
ら
、

役
場
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。揖
斐
川
町
在
住
で
、

60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
当
人

材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
方
が
対
象
で
す
。

　

定
年
を
迎
え
た
り
、
家
業
を
子
供
に
任

せ
た
が
ま
だ
働
き
た
い
、
と
考
え
て
お
ら

れ
る
方
。
毎
日
は
大
変
だ
が
、
週
３
日
程

度
の
仕
事
な
ら
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

方
。
今
ま
で
の
豊
富
な
経
験
や
能
力
を
活

か
し
て
、
地
域
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
仕
事
の
依
頼
受
付

　

自
分
で
は
、
出
来
な
い
が
プ
ロ
に
頼
む

ま
で
も
な
い
よ
う
な
事
等
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
得
意
な
会
員
が
、「
親
切
・

丁
寧
・
信
頼
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
対
応
い
た

し
ま
す
。

　
（
仕
事
例
）
＊
畑
仕
事
。
＊
家
事
援
助

　

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
剪
定

　

＊
襖
・
障
子
貼
り　

＊
宛
名
書
き　

　

＊
事
務
・
受
付
な
ど
。

◎
９
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

９
月
１
日（
月
）、
16
日（
火
）

　

午
前
10
時
～

　

※
一
時
間
半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

マイマイガの成虫 マイマイガの卵
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揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

 

消
防
か
ら
お
知
ら
せ

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講

習
会
を
開
催
し
ま
す

　

学
校
、工
場
、店
舗
等
で
多
数
の
人
が
出

入
り
し
、勤
務
す
る
事
業
所
に
は
、一
定
の

資
格
を
持
っ
た
￢
防
火
管
理
者
」を
置
く

義
務
が
、消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
次
の
と
お
り
甲
種
防

火
管
理
者
資
格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。該
当
の
方
ま
た
は
希
望
者
は
、

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日（
木
）

　
　
　

９
時
か
ら
16
時
30
分

　
　
　

10
月
17
日（
金
）

　
　
　

９
時
か
ら
15
時
30
分

場
所　

大
野
町
中
之
元　

揖
斐
郡
消
防
組
合

　
　
　

消
防
本
部　

三
階
研
修
室

受
講
料　

 

テ
キ
ス
ト
、
昼
食
代
と
し
て

５
０
０
０
円
お
支
払
い
く
だ
さ
い

申
込
期
間　

９
月
１
日（
月
）か
ら

 

９
月
30
日（
火
）ま
で

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
３
２

－
２
５
５
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

 

第
五
回　

芸
能
の
夕
べ
開
催

　

９
月
13
日（
土
）三
輪
神
社
境
内
の
舞
殿

で
弦
楽
器
の
演
奏
会
「
第
５
回
芸
能
の
夕

べ
・
舞
殿
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

や
さ
し
く
心
に
し
み
る
澄
ん
だ
二
胡
の
音
色

津
軽
三
味
線
の
力
強
い
時
に
は
繊
細
な
音
色

静
か
な
秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
美
し
い
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　

９
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

18
時
30
分
か
ら
20
時

■
場
所　

三
輪
神
社
境
内

　
（
雨
天
の
場
合
は
揖
斐
小
学
校
体
育
館
）

■
出
演　

 

徳
山
弦
泉
、徳
山
真
泉（
現
代
津

軽
三
味
線
）　

浅
野
未
希（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）　

汪
成（
二
胡
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

芸
能
の
夕
べ
実
行
委
員
会（
担
当
長
屋
）

　

℡
２
２

－

０
４
３
８

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

実
の
な
る
木
を
植
え
よ
う
大
作
戦

参
加
募
集
！

　

坂
内
県
有
林
や
徳
山
ダ
ム
上
流
に
実
の

な
る
木
を
植
え
て
、
生
物
多
様
性
豊
か
な

森
林
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

２
会
場
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

内
容　

ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど

実
の
な
る
木
を
植
栽
し
ま
す
。

坂
内
県
有
林
会
場

開
催
日
時　

10
月
中
旬

場
所　

 

坂
内
広
瀬
地
内（
県
有
林
作
業
道

周
辺
）

徳
山
ダ
ム
上
流
会
場

開
催
日
時　

11
月
３
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

９
時
～
15
時
20
分

場
所　

徳
山
ダ
ム
上
流
地
域
、
鶴
見
地
内

 

（
藤
橋
城
周
辺
）

※ 

参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
先
】

　

揖
斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
（
揖
斐
総
合
庁
舎
内
）

　

℡
２
３

－

１
１
１
１（
内
線
４
６
２
）

　

FAx
２
２

－

１
８
２
９

この活動は、
「清流の国ぎふ
森林・環境税」を
活用しています

【
お
詫
び
】

　

広
報
い
び
が
わ
８
月
号
の
ま
ち
の

話
題（
２
ペ
ー
ジ
）の
小
型
ポ
ン
プ
の

部
優
勝
小
島
分
団
の
写
真
が
誤
っ
て

い
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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　山地に自生する落葉性の高木です。樹皮の最外層には黄褐色のコルク層があり、その内側には鮮黄色の内
皮があり、剥いで乾燥した物が生薬の黄

オウ

柏
バク

です。葉は羽状複葉で対生です。雌雄異株で初夏には黄緑色の小
花を円錐状に沢山つけ、次いで緑色の果実を付け、夏には黒熟します。百草丸、陀羅尼助、練熊などは黄柏
を原料とした薬です。
　樹木の成長期である梅雨ごろに樹皮を剥ぎます。根から地上部の葉に水分が多量に送られている時期です。
この時期は樹皮の剥離やコルク層の剥皮が容易だからです。秋、冬、初春などは活発な活動が行われていな
いので樹皮の剥離は困難です。樹皮を剥ぎ、コルク層をとりのぞき黄色の内皮は速やかに日干しで乾燥しま
す（黄柏）。山に入りキハダから勝手に樹皮を剥ぐと枯死しますから注意してください。また勝手に他人の山
で許可無く採取しないことです。
　黄柏の黄色はアルカロイドの一種でベルベリンです。ベルベリンは腸内殺
菌効果があり、しかも下痢止めの作用があるのです。すぐれた苦味健胃整腸
剤として唾液、胃液、膵液、胆汁などの分泌を促進します。また食欲や消化
も助けます。煎剤では苦味が強すぎるので粉末にして飲みます。一回0.3～0.5
グラムの粉末を食後に一日三回服用します。
　また常時黄柏片を嘗めていても効果があります。友人の漢方医は外国など
への旅行には財布に黄柏の片を入れておき朝食を済ませたら片を嘗めている
と胃腸には心配が無いと言っていました。最近の研究では主成分のベルベリ
ンが糖尿病（Ⅰ型）の発症を抑制する作用が有り、自己免疫疾患に対して調節
作用があることが知られています。また痴呆症の予防にもにも効き目がある
と言われ研究が進められています。  （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

揖
斐
川
町
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様

　

お
菓
子
詰
め
合
わ
せ

　

牧
村　

三
男
さ
ん（
北
方
）

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
小
松
菜
な
ど

　

日
赤
揖
斐
川
分
団
様

　

寒
天
菓
子

　

林　

良
夫
さ
ん（
北
方
）

　

キ
ャ
ベ
ツ

　

商
工
会
女
性
部
様

　

大
豆
ま
る
ご
と
ド
ー
ナ
ツ

　

早
見
さ
ん（
小
島
）

　

き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
な
ど

　

大
久
保
さ
ん（
大
野
町
）

　

ス
イ
カ

揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金
へ

　

小
寺　

員
馬
さ
ん（
船
橋
市
）

　

河
瀬　

晴
彦
さ
ん（
岐
阜
市
）

　

中
村　

優
美
子
さ
ん（
福
岡
県
遠
賀
町
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

間
伐
材（
針
葉
樹
・
広
葉
樹
）
を

買
取
り
し
ま
す

　

あ
な
た
の
山
に
間
伐
し
た
木
は
転
が
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
い
び
森
林
資
源
活
用
セ

ン
タ
ー
で
は
間
伐
材
を
買
取
り
し
ま
す
。

■
特
別
買
取
り
期
間　

　

８
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
１
月
31
日

　

９
時
か
ら
16
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※ 

早
期
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
価
格

　

１
ト
ン
→
６
０
０
０
円（
地
域
通
貨
券
）

※ 

地
域
通
貨
券
は
揖
斐
川
町
の
商
工
会
加

盟
店
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
受
入
規
格

☆
針
葉
樹
・
広
葉
樹

☆
長
さ
１
ｍ
以
上
・
直
径
10
㎝
以
上

※ 

腐
り
木
・
枝
葉
・
根
株
・
建
築
廃
材
は

対
象
外
で
す

■�

対
象
者　

揖
斐
川
町
内
に
森
林
を
有
す

る
個
人
所
有
者（
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
込
み
く
だ
さ
い
）

【
買
取
り
場
所
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

い
び
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

　

揖
斐
川
町
西
津
汲
３
９
８

－

１

　

℡
５
４

－

２
２
１
５

いびがわ　特産品シリーズ キハダ（ミカン科）


